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 2018年3⽉期 第1四半期決算における主なポイント

 連結実績 売上⾼は2%の増収。営業利益は若⼲減益となったものの、当期利益は12%
の増益

 医療事業 前年同期⽐では増収減益となったものの概ね期初計画に沿って推移
 科学・映像事業 前年同期⽐で損益が改善

 通期業績⾒通し 5⽉2⽇に公表した期初の計画から変更無し
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 2018年3⽉期第1四半期連結実績

 売上⾼ 前年同期⽐2%増 1,718億円
 営業利益 前年同期⽐5%減 127億円
 増収減益も期初計画に沿った進捗
 当期利益は前年同期⽐12%増益
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 セグメント別の概況

 医療事業
 売上⾼1,344億円、営業利益232億円
 3%増収

 科学事業
 売上⾼200億円、営業損失6億円
 前年同期から5億円損益が改善

 映像事業
 売上⾼151億円、営業利益9億円
 前年同期の営業損失から⿊字転換



 医療事業

 売上⾼ 前年同期⽐3%増収 1,344億円
 営業利益 前年同期⽐9%減益 232億円

 消化器内視鏡分野 主⼒システムがプロダクトサイクルの後半に⼊っており、前年並みの売
上

 外科分野 ラインナップ拡充効果により、全地域でサンダービートが好調に推移し、5%増
収

 処置具分野 ERCPや呼吸器関連製品の販売が好調であり、10%増収と⾼い成⻑を維
持

 営業利益は、プロダクトミックスの影響および⼀時的な要因を含む販管費の増加により、9
％の減益となったが、計画上の進捗通りであり、通期での利益⽬標に変更なし

8



9

 医療事業の地域別成⻑率

 ⽇本、北⽶、欧州は、前年同期⽐横ばいだが、ほぼ期初の想定通りに進捗
 欧州については、前年度の第4四半期が16%成⻑と⾼い成⻑率だったため、その反動によ

る影響もあり
 アジア・オセアニアでは中国を中⼼に2桁の伸びを継続し、順調に推移



 科学事業

 売上⾼ 前年同期⽐7%増収 200億円
 営業損益 5億円改善し、6億円の損失

 資源価格の底⼊れもあり、主に⾮破壊検査機器の販売が好調に推移したことから、増収
 営業損益は、売上の増加に伴い、損失幅が縮⼩

10



 映像事業

 売上⾼ 前年同期⽐1％減収 151億円
 営業損益 前年同期の3億円の営業損失から⼀転し、9億円の⿊字
 映像事業全体では市場の縮⼩を受け1％の減収
 ⼀⽅で、ミラーレス⼀眼に限って⾒ると新製品を中⼼に販売が堅調に推移しており、14%の

増収
 営業損益は、収益性の⾼いミラーレス⼀眼の増収効果に加えて、在庫・費⽤を適切にコント

ロールしたことにより、前年同期⽐で12億円改善し、9億円の⿊字
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 財政状態

 総資産は、前期末とほぼ変わらず9,669億円

 資本は当期利益101億円の計上により前期末⽐67億円増の4,029億円
 有利⼦負債の削減も進んだ結果、⾃⼰資本⽐率は0.4ポイント改善し41.5％
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 キャッシュフローの状況

 営業キャッシュフローは201億円

 投資キャッシュフローは、前年同期から83億円減少し208億円のマイナス

 当年フリーキャッシュフローは7億円のマイナス
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 2018年3⽉期の通期業績⾒通し

 5⽉に公表した数値から、変更無し

 為替レートは、通期で1ドル110円、1ユーロ115円と期初の前提のまま変更無し

 今回、前年の実績をIFRSベースに置き換えて公表
 IFRSベースでの今期の売上⾼ 前期⽐3%増収の7,660億円
 営業利益 前期⽐11%増益の790億円

 配当は、期初の配当予想を据え置き、2018年3⽉期、期末配当として28円を予定
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 セグメント別の業績⾒通し

 期初はセグメント別の数字を⽇本基準で公表していたが、今回は実績、⾒通しとも全て
IFRSベースでの数字

 医療事業
 売上⾼は前期⽐5%の増収、営業利益は7%の増益を⾒込む

 科学事業、映像事業
 増収増益の⾒通し

 3事業全てで増収増益を⾒込む
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 2018年3⽉期の設備投資および研究開発費の⾒通し

 設備投資
 700億円を⾒込む

 研究開発費
 前期から8億円増加の800億円を⾒込む
 対売上⾼⽐率は、効率化を進め、前期より0.3pt低下する⾒込み
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